第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年2月7日(木)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１.主題名: 日本人としての自覚、人類愛(4‐(10))　
２．ねらい：世界に向けて平和への願いを発信する人々の思いに触れ、人類平和のためにできることをしていこうとする心情を育てる。
３．資料名：「時の蘇生」柿の木プロジェクト(きみがいちばんひかるとき(光村図書))
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	今日の授業の題材を確認する
	①これは、何の木ですか。

	【一斉・発表】

・黒板に写真を貼る。
・柿の木のプロジェクトについて考えることを伝える。

	展開
	資料①を読み確認する

(p.14~15)
	②「時の蘇生」柿の木プロジェクトの確認

　・１９４５年８月９日　長崎に原子爆弾が投下、７万４千人もの尊い命が奪われる。
　　その時、生き残った柿の木。
	【一斉・確認】

・黒板に掲示物を貼り、確認をする。

	
	資料②を読み考える
(p.16~19)
	③海老沼さんと宮島さんは、どんな願いを込めてこの活動を続けているのでしょう。
(海老沼さん)⇒被爆二世を育てる

・原爆の「生き証人」としての柿の木の苗木を世界に広め、原爆の事実を新しい形で伝えていきたい。
(宮島さん)⇒アートとしてのイベントを作る

・宿命を背負いながら生きる柿の木の「生命の美しさ」、を世界に広めること。
・海老沼さんに協力したいという思いがあった。
	【一斉・発表】
・海老沼さんや宮島さんの写真を貼る。

・2人の思いを考えさせる。

・2人の思いから、活動が世界中に広がっていることを確認する。

	
	
	④「時の蘇生」柿の木プロジェクトの植樹にかかわった人たちは、どのような気持ちで行っているのでしょう。【中心発問】
・楽しそうなイベントなので協力したい。
・世界の人々と平和を願う思いを確かめたい。
・原爆の怖さと平和の大切さを伝えたい。
	【個人・ワークシート】
　→【一斉・発表】

・このプロジェクトのつながりから、東日本大震災のときにイタリアから福島の義援金が届いたことなどを紹介する。

	終末
	自分ができることを考える
	⑤ 平和への願いを、自分たちの身近なところから広げていくために自分たちに何ができるか、今日の感想も含めて書きましょう。
	【個人・ワークシート】

　→【一斉・発表】




５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画

[image: image1]
７．今後の改善点

　◎　ねらいに近づけることがむずかしい。H.Pを利用して世界中に様々な取り組みが広がったことをクローズアップすることで、日本発の取り組みが世界平和に広がっていることを気づかせる展開にするとよい。
　◎　ねらいを変えて、別の項目で扱うこともできる。(思いやり等)
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